<教育現場からの研究ノート>中学校英語における協同的な学習の実践 by 木田 重果 & Shigemi Kida









































































































































































（） g j p q ( )
（
） b d f i j k l t ( )
（） c s v w x z ( )
（） l o s z ( )



























eraser → pen → ruler → pen case → desk →
bike → classroom → Hamakoshien JHS →
Nishinomiya Gardens → Nishinomiya City → Hyogo
prefecture → Hokkaido → Japan → China → sky
→ the earth → Jupiter → the sun → space
この時点であと
人残っていた。次の生徒は、
「Dream is bigger than space.」と発表し、最後の生徒




































































一人目 B is bigger than A.
二人目 C is bigger than B.
三人目 D is bigger than C. ……




























































Ｂ Emi likes Japanese food.
Ｃ Toru is the student Mr Smith talks with.










Ａ TV / is / his brother / / watching /
the student / with /.
弟と一緒にテレビを見ている生徒は です。
答え The student watching TV with his brother is
Kenji .
Ｂ call / the beach / the dog / is / we / on /
/ running /.
私たちが と呼ぶ犬は砂浜で走っている。
答え The dog we call Taro is running on the beach.
ＣとＤは教師が話す英文を聞き取ってグループに伝え
る課題である。メモをとることも不可とした。
Ｃ This is the guitar Ichiro got from his father.







































Taro Ichiro Toru Kenji Meg
Kumi Yuna Emi Kana
共通の情報
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とがある。小テストの前に類似問題を出し、グループで
学習をしたからである。隣に座る仲間に関わりを持った
生徒は、テストが出来ているかが気になって仕方がな
い。そっとのぞき込み、できていることを確認しては微
笑み、間違っているところを発見しては悔しい表情をし
ていた。
学習面だけでなく、良好な人間関係作りにも有効な協
同的な学習であるが、まだまだ課題が多いことも認識し
ている。「教え合う関係」から脱却できないことがその
一つである。真に「学び合う関係」になるような教材の
開発や授業構想が求められている。また、英語の力をあ
げることもまだまだ不十分と言える。「聞く」「読む」「話
す」「書く」の技能をバランスよく高め、自信を持っ
て英語が使える生徒の育成を目指し、これからも研鑚し
ていきたい。
【注】
）田村学『授業を磨く』（東洋館出版社、2015年）97頁。

）「学び合いを促進する教師の関わりについての研究―な
ぜ、あの子が学びに入れたのかを探る―」（岡山県総合
教育センター研究紀要第	号、2012年）
）高旗浩志「『学習する集団づくり』の基礎理論」（関西学
院大学教員免許更新講習レジュメ、2015年）
（きだ しげみ・西宮市立浜甲子園中学校教諭）
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